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りはプラスには起こり得ないことである．VNA での

測定結果は限られた周波数の一部を見ているに過ぎ

ず，トータルのエネルギー量としてはゼロになると

思われる．

解析の結果から，特定周波数においては負荷の条

件次第によって出力側に誘起される電圧が入力を上

回ることも考えられる．ただしこれは同シールド装

置を用いた場合の結果であり，一般的なシールド素

材の利用場所としてこのようなシールド装置に対し

て同じ位置かつ同条件でシールド効果の用途を求め

ることは考えにくいことから問題になることは少な

いと思われる．

シミュレーション解析ではモデル化可能な大きさ

と解析要素数の限界があるため，簡易的なモデルと

なっているが，実際のシールド評価装置は複雑な形

状をしており，これらの誤差から実験結果とすべて

が一致することは困難である．しかしながら電磁波

環境で起きる現象については，このような簡易モデ

ルであっても，ある程度の結果は得られることが分

かり検証ツールとして有効であることがわかった．

解析の精度については構造の複雑さと要素メッシュ

の粗さによるトレードオフの関係にあるために今後

の研究により適切な関係を見いだすことが求められ

る．

５． まとめ

プラスチック板を供試体としたシールド評価装

置による測定を行い，その評価装置に対して電磁界

シミュレーターによる電磁波発生現象について検証

を行った結果，これまで原因不明であったシールド

筐体内に起きる共振現象について，VNA 測定から特

異な周波数モード値での信号変化が見られ，筐体に

依存する電磁波振動モードが起きていることが分か

った．この結果から一部の周波数帯において問題と

なる現象が発生することが判明したが，この現象は

シールド効果の比較的少ない供試体の測定時に時折

見られていたことから，今後装置を利用する場合は

そのような影響を踏まえて値を考慮することが必要

である．またシールド効果が概ね 10dB 以上の供試

体については筐体による測定影響は見られない．こ

のように電磁界シミュレーターは測定結果だけでは

推測が困難な物理現象について，事象を検証するこ

とができる有用なツールであることが分かった．
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